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CEOのご挨拶

取引先の皆様

1年以上前になりますが、私たちは
デュッセルドルフで開催された国際
ワイヤー産業展WIREで、イタリアの
ガルラーテに拠点を置くCarlo Salvi  
S.p.A.の吸収合併についてお伝えす
ることができました。私たちは地理的に非常に近く、文化的にも
よく似ていますが、それでも違いはあります。製品はサイズ、温度
範囲、そして用途の面で補い合っています。同時に、従業員の能
力もまた、イタリア、スイス、英国、中国、日本、米国のさまざま
な拠点で補い合っています。私たちはさまざまな強みと際立った
サービスによって、お客様のためにさらなる利益を生み出してい
きたいと考えております。

このMF-Tokyoプレス・板金・フォーミング展では初めて、刷新
された企業イメージによる共同展示を行いました。この見本市へ
の出展は、かなり前から計画され、全員が待ち望んでいたもので
す。展示ブースでは、Carlo SalviのマシンCS 246 Eでの航空
産業向け締結部品の製造を披露することができました。

同時に、もう1つのHateburの開発内容についても紹介 
することができました。それがColdmatic CM 625/CM 725
であり、きわめて要求度の高い成形部品を製造するため 
の冷間フォーマーの新シリーズです。これには、未来への
指針となる最新テクノロジーが採用されています。これに関しては、
さらにいくつかご報告できることがあります。

今回の版では、トルコのTorun社では当社最小の熱間フォーマー
Hotmatic AMP 20 Sに関して、ドイツのHirschvogel社では
それより大型のHotmatic HM 75に関しての興味深いレポート
をご紹介しています。

本年のNetshapeの発行は今回のみとなります。それは、日本で
の見本市の出展と私たちの新しい企業イメージについて詳しくご
紹介したいからです。この最新版をお楽しみいただけますことを
願っております。

トーマス・クリストフェル 
CEO

目次

3 CARLO SALVI 
新しい経営への変革

4 HATEBUR-LUMAG AG 
10周年記念

6 HATEBUR HOTMATIC CM 725 
7段工程の新しい冷間フォーマー

8 州政府の視察訪問 
国際的に活動する企業に関する議論

9 MF-TOKYOプレス・板金・フォーミング展（日本） 
多くのイノベーションを携えて見本市に出展

10 TORUN（トルコ） 
黄銅部品用のHotmatic AMP 20

13 HIRSCHVOGEL（ドイツ） 
Hotmatic HM 75での1400万個の部品

16 CARLO SALVI（イタリア） 
プログレッシブマシン

20 見本市、展示会／イベント
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4月1日に、成形加工業界に対してDr. セルジオ・ツィ
オッティからHatebur Umformmaschinen AGに
よるCarlo Salvi S.p.A.の全株取得についての報
告がなされました。その直後に国際ワイヤー産業展
WIRE 2016が開催され、この非常に重要な見本市
の間に、吸収合併について業界に伝えることができ
ました。昨年は、Hateburグループ内で従業員、拠点、
能力をお互いに知り、尊重し合うことをしっかりと確
認しました。製造技術とプロセス開発の分野におい
ては活発な意見交換がすでに行われてきました。販
売とマーケティングにおける協力はすでに成果を上
げ、他の分野によって補完されています。さらに複
数拠点をまたがる初のプロジェクトチームが編成さ
れ、今後の製品の改良をテーマとして活動を開始し
ています。

2016年11月まで、私たちはDr.セルジオ・ツィオッ
ティのCarlo SalviのCEO兼取締役としての献身的
な尽力に頼ることができました。彼はすでに栄誉あ
る引退をしましたが、今でも必要なときには助言を
することで支えてくれています。私たちはこれからも
友好的な関係を保つと共に、彼が今後の人生を満
喫されることを願っています。

この過渡期の間は、マネジメントチームが企業の
運命を決めることになります。取締役会のメンバー
は、マルコ・ピッツィ、ジェルマーノ・パンディアーニ、
レナート・サグリンベニ、トーマス・ヒルトマン、そ
してトーマス・クリストフェルです。

調達、製造、組立、カスタマーサービスなどの実践
的な部門をジェルマーノ・パンディアーニが責任統
括し、販売、マーケティング、その他の商業的な部
門はマルコ・ピッツィが指揮をとります。

1つにまとまった力によって、私たちは共に会社をさ
らに成長させ、拠点間の壁を低くし、お客様の利益
のために協力関係を強化していきます。

CARLO SALVI ━ 新しい経営への変革

 トーマス・クリストフェル    Hatebur

HateburとCarlo Salviからのメンバーで構成される新マネジメントチームは、このスイス企業によるイタリア企業の吸収合併
以来、すでにいくつかの新たな取り組みを進めています。初の合同プロジェクトチームも発足しました。グループ内での密接な協力
により、少しずつお客様にとって重要なメリットが生まれ始めています。

上段左から右へ：マルコ・ピッツィ（Carlo Salvi）、トーマス・クリストフェル（Hatebur）。 

下段左から右へ：レナート・サグリンベニ（Carlo Salvi）、ジェルマーノ・パンディアーニ 

（Carlo Salvi）、トーマス・ヒルトマン（Hatebur）。
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2007年に、Hatebur AGはLumag AGと共に、新
しいサービス事業分野に参入することを決定しまし
た。その目的は、お客様先での点検関連のサービス
作業を全範囲にわたって一社で提供できるようにす
ることでした。

各設備に対して現場で行われる出張加工の分野に
投資をすることに関して、すぐに意見は一致しまし
た。これにより、ジョイントベンチャーのHatebur-
Lumag Services AG（HLS）が設立されました。
経営を引き受けたのは、ローランド・ルテナウアー
氏です。取締役会は、HateburとLumagからの各
2名で構成されています。

当初は、必要かつ適正な加工設備を確保すること
に時間を要しました。その際は常に、品質、安全性、
速度および柔軟性といった要件が重要視されました。
最適な結果を確保するために、HLSは経験豊富な
工作機械の開発者に依頼し、製造に関連するそれら
の要件を同等に考慮に入れるようにしました。

そして、主にAMP 50/AMP 70とHM 75の加工
用設備に着手しました。その際に優先されたのは、
プレッシャープレート用の接触面のフライス加工、
そして、機械本体のねじ穴と水用の穴ならびに位置
決め用ウェッジの追加でした。

その次の設備は、同様の要件ながらも金型エリア
の接触面と支持面に対するものであり、AMP 20/
AMP 30向けに設計されました。両方の設備にお
いて、油圧装置の必要性をなくすために電気駆動装
置が採用されています。

HATEBUR-LUMAG AG ━ 10周年記念

 ハンスヨルク・ゲッパート    Hatebur/Lumag

現場での総合サービス：すべてのHatebur成形加工設備について、お客様先での機械の点検から、計画、出張加工までを請け
負うこと。その目的で、10年前にHatebur-Lumag Services  AGが設立されました。修理はお客様の製造環境で直接行われ
ます。その柔軟な作業対応によって、生産停止の時間が短くなります。加工ユニットは素早く容易に脱着でき、非常に高い精度が
実現されます。さらに、解体する必要があるのは少数の機械部品だけです。

Hatebur-Lumag Services の本拠地では、 

後加工機械が保管され、整備される他に、 

現地のお客様先で使用される材料のすべてが 

とりまとめられてから、適時に世界中に発送されます。
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そのときから、注文を獲得すると共に、そのような
加工作業に必要な経験知識の収集も行われるよう
になりました。その際には頻繁に、«learning by 
doing（実践的学習）» というモットーが掲げられ、
絶え間ない最適化が求められました。

それらの連続の結果、この機械施設には以下のもの
が加えられました。

 – プレスラムについて、機械に組付けられていて
も機械の外にあっても、プレッシャーウェッジポ
ケットを含めて再加工できるようにするための、
AMP 50/AMP 70用の拡張。

 – HM 75のサイズまでのクランクシャフトボーリン
グ用および全サイズの機械用のコントロールシャ
フトを保管するための拡張設備。

 – AMP 50/AMP 70用の2つ目の設備。
 – AMP 30での成形部品側方排出用のボーリング
設備。

 – アジアに配置されたAMP 20/AMP 30用の2つ
目の設備。

 – 油圧駆動装置付きの汎用縦方向フライス加工
設備。

最終的に作業を行えるようにするには、当然ながら
さらに多数の金型と安全な輸送を保証できる輸送
箱が必要でした。すべてを含めると多大な投資額に
なりました。10周年を迎える今日では、Hatebur-
Lumag Services AGはHateburの設備でほぼす
べての加工を実施できるように十分に整備されてい
ます。さらに、スイスの水力発電所や海運業界といっ
た他の分野からの注文もいくつか獲得することがで
きました。

スイス以外については、競争力のある提供サービス
を構築することが課題です。競合他社は時間単価を
提供することができるからです。それでも、この会社
は個別の提供サービスによって地歩を固めるという
道を見い出しました。

柔軟性についても再び大きく向上させることができ
ました。そして、最終的には高品質で正確な作業に
より、信頼できる企業としての評価をお客様からい
ただいています。

ヨーロッパ内では、目的の後加工を 

現場で行うために、Hatebur Lumag 

Servicesの従業員が専用の車で 

移動し、現地の製造施設にも迅速かつ

容易に到着できるようになっています。
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Neues Bild von 
Flyer Hatebur mit 
Beschriftung ver-
wenden

2017年7月のMF TOKYOプレス・板金・フォーミ
ング展で新しいテクノロジーを紹介
開発チームは、お客様に効率性と生産性を提供する
ためにさまざまなイノベーションを採り入れました。
1分間に最高180個の部品を製造するCM 725
は、これまでの世代のマシンよりも最大10パーセン
ト、高速になっています。同時に、Hateburはサー
ボモーターテクノロジーの採用により、金型交換時
間を短縮しています。この革新的なテクノロジーが、
2017年7月12日から15日までMF Tokyo（日本の
主要な金属成形と製造技術の専門見本市）におい
て紹介されました。

新しいColdmatic CM 725は複雑な形状の部品
向けに設計されています。CM 725もColdmatic  
CM 4-5ECOと同様に、据付け時間と試運転時間
を短縮できるようにベースプレートに配置されます。
迅速な金型交換により、換装時間を最小限に抑える
ことが可能です。すなわち、金型準備は製造中にバッ
クグラウンドで行われています。Hateburが新開発
した高精度のリニアインフィードシステムならびに
高速切断システムは、精密な完成部品の切断品質
の面で業界基準を確立しています。これにより、効
率的な成形プロセスと高品質の製品を実現するた
めの非常に重要な前提条件が満たされます。成形
は第1工程から開始することができます。

高速性、柔軟性、精度：最新の

Hatebur Coldmatic CM 725は

生産の効率を向上させます。

CM 725 ━ 精度と生産性を得られるように設計された 
フレキシブルな7段工程の冷間フォーマー

 ラインハルト・ビューラー    Hatebur

7段成形工程の新しいColdmatic CM 725は、極めて高い品質基準が求められる複雑な部品の製造用に設計されています。
8 mm～ 125 mmの成形部品長さと最大20 mmのワイヤー切断径により、Coldmatic CM 725は特にエンジンやバルブ
用の部品を製造する自動車産業の部品メーカーにとって理想的なマシンとなっています。
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の面で業界基準を確立しています。これにより、効
率的な成形プロセスと高品質の製品を実現するた
めの非常に重要な前提条件が満たされます。成形
は第1工程から開始することができます。

高速性、柔軟性、精度：最新の

Hatebur Coldmatic CM 725は

生産の効率を向上させます。

CM 725 ━ 精度と生産性を得られるように設計された 
フレキシブルな7段工程の冷間フォーマー

 ラインハルト・ビューラー    Hatebur

7段成形工程の新しいColdmatic CM 725は、極めて高い品質基準が求められる複雑な部品の製造用に設計されています。
8 mm～ 125 mmの成形部品長さと最大20 mmのワイヤー切断径により、Coldmatic CM 725は特にエンジンやバルブ
用の部品を製造する自動車産業の部品メーカーにとって理想的なマシンとなっています。

比類ないテクノロジーとキネマティクス
Coldmaticテクノロジーの利点の1つは間違いな
く、パンチでもダイでも同じ成形能力を示すことで
す。加えて、部品の最適なイジェクトとグリップが可
能です。これには、他のコンセプトで知られているよ
うな複雑で信頼性の低い部品回転ユニットがありま
せん。

Hateburのプロセスでは、材料の流れを改善し、金
型を簡素化することができます。これは金型コストの
低減につながります。もう1つの利点は、金型の冷却
が改善されることです。これは金型の寿命を延ばし
ます。

ハイブリッドドライブトレイン
サーボモーターテクノロジーの採用によって、ドライ
ブトレインが簡素化されました。最新のドライブシス
テムでは、必要とされるプロセスと装備の手間が少
なくなっています。また、機械的なドライブシャフト 
（プレスラム、切断、ダイおよびパンチ側イジェクター
のみ）が簡素化されたため、お客様にとってメンテ
ナンスの頻度が減り、セッティングを短縮できるとい
うメリットがあります。

ステンレススチールと高合金材料の成形
Hatebur Coldmatic CM 725は熱間成形用の仕
様WSでも提供できます。これには、ステンレスス
チールや高合金材料の成形を可能にする高性能誘
導加熱装置が含まれています。これらの材料は、自
動車業界や航空宇宙業界でますます使用されるよう
になっています。

誘導加熱装置は切断システムの近くに設置されてお
り、材料を900 ° Cまで加熱することができます。誘
導コイルと切断ステーション間の距離が短いことに
より、温度の下降がわずかであるため、必要エネル
ギー量が少なくて済みます。

互換性
新しいプロセス、金型またはグリッパーについての
心配は必要ありません。この新型マシンは、以前の
AKPバーションの既知の金型コンセプトを継承して
います。ダイ、パンチ、切断金型、グリッパーの寸法
は同じで、完全に互換性があります。

実績あるColdmaticテクノロジーを採用し、最高
の性能を実現する最先端の新機能を搭載した、こ
の新しい中型冷間フォーマーの詳細については、
Hateburまでお問い合わせください。

左：Hatebur Coldmatic AKP 4-6 Sのクランクシャフト。右：新しいHatebur Coldmatic CM 725のクランクシャフト。 

サーボモーターのおかげで簡素化されたドライブにより、プロセスとセッティングにおける制約が減り、メンテナンスの頻度が低減できます。



8

NETSHAPE 1/17

州政府は定期的にバーゼル地方の重要な企業を
視察訪問しています。Hateburを訪問したことで、 
6人の政治家がバーゼル地方には革新的な重要企
業がもう1つあるということをより深く理解しました。
これにより、経営陣は自らの関心事を直接的に政治
に持ち込む可能性を得ました。その中でも特に、州
政府と経営陣は国際市場におけるスイスの中小企
業の課題について議論を交わしました。そのときの
テーマは、特にユーロのレート、政治的な世界情勢、
自由貿易に関するものでした。

さらに、交通と労働市場を含めたライナハの拠点、
従業員の採用、州当局の電子サービスといった地域
的な状況も話し合いのテーマとなりました。

デモセンターでの製造
事業所内の視察中、Hateburのデモセンターでは
横型冷間・熱間フォーマーでの鍛造について説明さ
れ、部品を製造する上で必要な成形工程について
言及されました。

州政府の視察訪問 ━ 国際的な課題

 Hatebur    Hatebur

バーゼル＝ラント準州の州政府は、2017年6月13日の会社訪問時に、国際的に活動する製造企業にとっての基本的条件と課題に
ついてHateburの経営陣と議論を交わしました。政府は従業員が7か所の拠点で活動しているHateburから直接、体験報告を
受けました。

この集合写真は、ライナハを州政府が視察訪問したとき撮影されたものです。

事業所内の視察中、州政府はこれまで知られていなかったフォーミング・テクノロジーの世界についての

洞察を得ました。
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MF Tokyoは、金属成形と製造技術に焦点を当て
た見本市で、奇数年に開催されます。ここ数年では、
30 000名を超える来場者が訪れ、1500以上の企
業が製品やサービスを紹介しています。MF Tokyo  
2017プレス・板金・フォーミング展のモットーは
「Connecting to the Future and Beyond（その
先の未来へつなぐ、ものづくり）」というものでした。
Hateburはこの重要な展示会に3回出展しています。

今年、Hateburは革新的な新しい Coldmatic 
CM 725の展示を告知していました。これは、7段 
の成型工程を備えたフレキシブルな冷間フォーマー
で、複雑な部品形状向けに極めて高い精度と究
極の生産性を実現できるように設計されています。
8 mm～ 125 mmの成形部品長さと最大22 mm
のワイヤー切断径により、この新しいColdmatic
は複雑な形状の精密部品を製造する自動車産業の
部品メーカーにとって理想的なマシンとなっていま
す（最新のイノベーションに関する詳細については 
6ページをご覧ください）。

加えて、Carlo Salvi（2016年4月にHateburに吸
収合併された企業で、日本市場では現在、ハテバー
ジャパン株式会社が代理店）はCS 246 E WSを
展示し、予熱されたチタン部品の製造の実演を行い
ました。このCarlo Salviのマシンは、締結部品、航
空宇宙、自動車、エレクトロニクスの業界向けです。 

Hatebur Coldmatic（ワイヤー切断径14～ 27 mm）
に比べると、Carlo Salviのマシン（ワイヤー切断径
0.8～ 22 mm）では、はるかに小さい部品をより
速い製造速度で経済的に成形できます。2ダイ4ブ
ローヘッダー 246 E WSはワイヤー切断径6 mm
用に設計されています。2つのダイごとに部品を2
回成形できるので、複雑な形状の部品用に4回の成
形プロセスが可能になっています。このマシンは金
型交換を最小限に抑えるために特別に開発された
もので、誘導加熱装置が装備されています。この装
置は、成形前に加熱する必要のあるチタンや超合金
などの材料の使用を可能にします。

この2つのマシンの統合と導入は、Hateburにとっ
て大きな成果となりました。このスイス企業のブー
スには、日本だけにとどまらず、他のアジア各国から
も多数のお客様と関心を持った企業が訪れました。

来場者にとっては、熱間・冷間フォーマーの専門企
業であるHateburとCarlo Salviの統合グループと
しての新しい姿を体験する機会にもなりました。新
しいロゴデザインは、両ブランドの専門能力、第一
級の金属成形機械、この分野における何十年にもわ
たる経験を表現しています。これらのすべてを踏ま
えて、次の、私たちの新しいモットーがあります：

Our performance. Your advantage. 

MF TOKYO 2017プレス・板金・フォーミング展 ━  
新しい冷間フォーマー CM 725の市場導入

 ラインハルト・ビューラー     Hatebur

MF Tokyo 2017プレス・板金・フォーミング展でのHateburブースの展示は、来場者にご満足いただけるものになりました。
来場者は新しいHatebur Coldmatic CM 725と Carlo Salvi CS 246 E WSに大きな興味を示してくださいました。この
Carlo Salviの誘導加熱装置内蔵2ダイ4ブローヘッダーは、日本で初めて紹介されたものです。
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Torunは2000年に設立されました。その取扱製品
は通常とは異なります。その代わりに、このチームは
さまざまなセクターから寄せられる高まり続ける需
要の課題を克服することに従事しています。製造さ
れる部品は、衛生・冷却・加熱技術、自動車、安全
システム、医療機器、液体制御、試験装置向けのも
のです。この企業は世界で34か国（主にヨーロッパ
と米国）に各セクターからの大口顧客を持ち、ほぼ
すべての部品（90パーセント以上）が輸出されます。
目標は、ソリューション志向のサプライヤー、そして
コストリーダーになること、またそれによって、顧客
に好まれるグローバルかつ戦略的なビジネスパート
ナーの地位を築くことです。

2016年には、従業員464名で年間売上4700万
ユーロを達成しました。代表取締役はアーメット・ト
ルンで、彼を補佐しているのがオメル・ファールク・
オズ（取締役）とヴォルカン・ギュレイ工学博士（製
造部門長でHateburビジネスユニット責任者）です。
主要顧客はHoneywell、Danfoss、Hansgrohe、
Boschです。

HATEBUR HOTMATIC AMP 20
Torunでは13台の縦型プレスと1台のHatebur 
Hotmatic AMP 20 Sが稼働しています。このスイ
ス製マシンは、大量生産を行えるように、また、新
しい特殊な製品へ取扱範囲を広げるために購入
されました。ある展示会で、TorunはHateburの
Hotmaticシリーズを知り、スイスのHatebur開
発チームに連絡を取りました。そして、2014年の
秋に新しい熱間プレスへの投資を決定したとき
に、Hotmaticマシンの高い生産能力がHatebur 
AMP 20 Sを購入する決め手となったのです。この
ようにして、最終的な注文の後、2015年の春にプ
ロジェクトがスタートしました。ボスポラスでの最初
の会合の後、計画の相談をし、すでにAMP 20 S
を採用して生産を行っているドイツの企業を訪問し、
スイスで金型設計者と機械オペレーター向けのト
レーニングを行いました。

短期間の試運転の後、マシンはバー材加熱装置、ベ
ルトコンベア、金型冷却水装置と一緒に使用できる
状態になりました。

ゲブゼ（トルコのコジャエリ県）のTORUN ━ 拡張を続ける企業が
2台目のHOTMATIC AMP 20 Sに投資

 Hatebur    Torun

熱間成形された後、機械加工される黄銅（真鍮）部品の近代的なサプライヤーであるTorunは、顧客の設計図に従って製品を製造して 
います。2014年に購入し、2016年に生産を開始したHatebur Hotmatic AMP 20 Sで、このトルコ企業は年間生産量を増やし
ながら、さまざまな（複雑な）部品から構成される製品群を拡張しています。

 

Torun社の生産施設にある1台目の 

Hatebur Hotmatic（AMP 20 S）。
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このマシンではすでに1年以上、黄銅（真鍮）部品
が製造されてきました。製造速度と高い信頼性が最
も高く評価されている利点です。

AMP 20 Sへの投資によって取扱製品が広がり、
製造される部品の数は3500万個も増えました。

最高の品質
Hateburマシンの導入によって、プロセスが変更さ
れることになりました。現在は、寸法の小さい量産
製品を製造するための金属切断サービスも提供さ
れています。顧客には新しいマシンの情報が伝えら
れ、Torunの従業員のときと同様に、その拡張は好
意的に受け入れられました。

優れた品質はTorunで大きな役割を果たしており、 
ISO 9001:2008（品質マネジメントシステム）、
ISO 14001:2004（環境マネジメントシステム）、
ISO/IEC 27001:2013（情報セキュリティマネジメ
ントシステム）、ISO 10002:2014（苦情対応マネ
ジメントシステム）を含むさまざまな認証によって
証明されています。また、電子保存される記録によっ
てすべてを追跡することが可能です。Torunは品質
をコントロールするものとしてだけではなく、生み出
される価値としても扱っています。すなわち、改善が
継続的に行われ、その際にはすべての作動ユニット
が製造プロセス全体にわたって関連しているのです。

AMP 20 Sで 加 工される材 料 は、CW617N、
CW614N、CW511L、CW713RおよびEcobrass
などの黄銅（真鍮）合金です。その結果が袋ナット、
固定ナット、ニップル、ボールなどの部品です。これら
はさまざまな黄銅（真鍮）アセンブリ用の固定部品
やコンポーネントとして使用されます。その後に行
われる製造プロセスとして、放射、機械加工、コーティ
ングが設定されています。ただし、部品は未処理の
状態で納入されることもあります。

HOTMATIC AMP 20 Sによる大幅な生産の増加
2万個から100万個までの可能性がある量産 /生産
工程に応じて、他の部品に変更するために必要な金
型交換は、日に1回か2回であったり、週に1回のみ
であったりします。金型交換時間は2時間から4 時
間です。それが、Hotmatic AMP 20 Sでの月に約
300万個の部品生産という成果になります。生産総
数の50パーセントを占めるこのスイス製マシンは現
在、Torunの機械施設の重要な要素になっています。
このことは、現在AMP 20 Sを操作しているTorun
従業員3名のトレーニングにも表れています。

Torunの従業員は、顧客の期待に応えることにおい
て重要な役割を果たしています。この企業は自社を、
差別化を図り、競争力を高め、持続的な成功につな
げた、セクターにおける際立ったサプライヤーであ
ると捉えています。

左から右へ：ナフィツ・ウルカン（製造）、バルシュ・ティムール（製造）、バルシュ・ユルドゥルム（メンテナンス部門長）、 

アーメット・トルン（代表取締役）、ヴォルカン・ギュレイ工学博士（製造部門長）

ロットサイズは2万個から100万個まで

さまざまです。Torun社があるゲブゼの 

15 000 m2の敷地には、熱間プレス

だけでなく、金属切断機、落とし鍛造、

切断工具研磨場、冶金室、大型倉庫も

あります。
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さらなる拡張への準備
このトルコ企業の本拠地はゲブゼ（コジャエリ県）
にあります。以前は5000 m2であったゲブゼの生
産拠点は、2016年に15 000 m2に拡張され、さ
らに16 000 m2が使用可能です。イスタンブール、
チェコ、イタリアの子会社と共に、この企業は中国
や東欧、特にチェコなどの地域への国際化を推し進
めています。この取組みは、競合から新規顧客を勝
ち取るのにも役立つと考えられます。

Torunは熱間プレス部門（プレス工場）に、幅広い
範囲のロボット装備、さまざまな成形荷重の自動化
されたラインプレスを備えています。さまざまな重
量と形状の各種部品が、安定したプレスプロセスに
よる費用最適化と、確実に一定の品質を実現するこ
とを目指して製造されています。生産に必要なダイ
や器具は自社の工具製作所で製作されます。そこに
は機械や装置を含む設備があり、自立した稼働が可
能です。Torunのプレスダイのメンテナンスやスペ
アパーツ供給はすべて社内で済ませられるため、中
断のない生産が実現できます。

また、Torunにとって今後の展望は引き続き素晴ら
しいものです。2017年は3000万から4000万個
の生産が予想され、2台目のAMP 20 Sはすでに
注文済みであり、2018年に設置されます。さらなる
拡張の余地もあるため、Hateburはこのトルコの躍
動的な企業からまた知らせがあることを待ち望んで
います。

Torunの本拠地にはまださらなる 

拡張の余地があるのです。
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54年前からドイツのデンクリンゲンに拠点を置いて
いるHirschvogel Holding GmbHは、75年以上
前の設立以来、村の鍛造所から世界で活躍するコ
ンツェルンへと発展を遂げています。その間に、こ
の企業で働く従業員はヨーロッパで4000名、世界
ではさらに1000名が働いています。経済的にも法
的にも独立しているこの同族会社は、以前から長期
的な関係を築いている誠実なビジネスパートナーと
従業員を頼りにしています。その協力によって、ここ
数年の変化にうまく対処してきたのです。このことは、
2016年の5億ユーロの年間売上、そして、10億ユー
ロというコンツェルン全体の売上にも表れています。
これにより、Hirschvogelはスチールおよびアルミ
ニウムの大量成形ならびにその後の加工の分野に
おいて、世界最大規模の自動車部品メーカーとなっ
ています。

これには、ドイツ、ポーランド、中国、インド、そし
て米国のさまざまな工場が貢献してきました。現
在、Hirschvogelはメキシコの新工場の建設によっ
て、世界的に活躍の場を広げています。この新工場
は年内に製造を開始する予定です。この企業は、自
動車部門全体で事業展開しています。Hirschvogel
はエンジン、トランスミッション、パワートレイン、
シャシー、電気ドライブ用の部品も、«オフハイウェ
イ事業» 用の部品も製造しています。Bosch、ZF、
Daimler、BMW、VWのような最重要顧客が世界
中で活動しているため、製品も世界中に発送されて
います。

初のHATEBUR製熱間フォーマー
それまでは、Hirschvogelは主に縦型プレスで作
業していました。そのため、Hateburの横型マシ
ンHotmatic HM 75の購入は、まったくの新しい
試みでした。工程は、このスイス製横型成形フォー
マーに合わせてうまく適応されました。そして時が

経つにつれ、この最大のHateburマシンでの製造
は、熱間成形部門での売上のほぼ1/3を占めるまで
になりました。HM 75で製造される部品は、ホイー
ルハブやトランスミッションの部分に使用されます。

HIRSCHVOGEL（ドイツ） ━  
HATEBUR HOTMATIC HM 75で年間1400万個の部品

 Hatebur    Hirschvogel

Hirschvogel Umformtechnik GmbHは、この業界で、冷間、温間、熱間成形鍛造部品の生産における代表的な会社に数
えられています。このドイツのトップ企業が、Hateburの最大の横型熱間フォーマーを複雑な部品の大量生産に活用していること
は喜ばしいことです。

成形荷重モニターが内蔵され、 

さまざまな設定オプションが備わった

タッチパネルを使用して操作が 

行われます。
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これらは、ホイールサポート、ギアホイール、ドライ
ブシャフト、パーキングロックでその機能を果たしま
す。コンポーネントの故障は致命的となるおそれが
あるため、このプロセス信頼性のある高精度マシン
が品質を保証します。

リニアメーターで百万単位
Hirschvogelでは年間1200万から1400万個の部
品が製造されます。月に約100万個の部品が生産
される計算になります。これらはHatebur HM 75
での製造後に、さらに機械加工されます。これは内
径に対しても外部に対しても行われる作業です。生
産にはあらゆる種類の炭素鋼が使用されます。

Hotmaticマシンの生産ラインは、«流れ作業の原
理» で稼働するため、供給、成形、ブラスト、検査か
ら発送までの処理工程が互いに連続して行われます。

部品生産の切替えは毎日行われ、通常はHirschvogel
の従業員が日に1.5回、HM 75の金型交換を行います。 
Hirschvogelは縦型熱間プレスで、年間300万か
ら500万個の部品を製造しています。それに対して
Hatebur HMでは、2016年に1400万個の部品
を製造することができました。これも従業員と一緒
に祝う理由の一つです。

スイスの時計仕掛け
Hatebur Hotmatic HM 75 は、Hirschvogel が
稼働させている唯一のスイス製プレス機です。これ
はデンクリンゲン工場にあり、週に15回のシフトで
稼働しています。つまり、フル稼働しているのです。
この投資では、複雑な形状の部品の高速鍛造を可
能にする必要がありました。Hateburマシンを選ぶ
決め手になったのは、信頼性と一定の精度を兼ね備
えた上での高速性でした。Hirschvogelの工場長
であるオリバー・マウラーは、«スイスの時計仕掛
け» という言葉を用いて「不思議はない」と話して
います。これは再現性と安定性によって熱間加工分
野での成功に大きく貢献しています。時が経つにつ
れて、このスイス製機械はHirschvogelの製造に不
可欠な要素となっています。

従業員のトレーニング
横型マシンの設置により、これまで縦型マシンを操
作していたオペレーターのトレーニングを行う必要
も生じてきました。その際に、Hateburは特別な問
題作成とトレーニングにおいて支援し、横方向に製
造される部品について十分な理解を得ました。そし
て、新しい方法で製造された製品はさらにその顧客
先で正式に見本として添えられ、問題なく承認され
ました。

未来の展望
Hirschvogelは拠点の改装、最適化、持続的な
安定化を計画しています。これらはオリバー・マウ
ラーの仕事において喜ばしいことです。日々、革
新的でいられるチャンスは、従業員に意欲を起こ
させ、誇りを感じさせます。Hirschvogelの見解
では、鍛造市場はこの先5年から8年の間にさら
に成長すると見られています。Eモビリティに関し
てはまだ多くの問題が未解決であるため、用途に
おいて当面の間はわずかに変化すると想定されま
す。これにより、Hirschvogelは今後も市場で実
績を上げる好機を得ています。しかし、そう簡単
ではないでしょう。Hirschvogelが地歩を固めた
市場にアジアからの競合が押し寄せています。そ
のため、あらゆることが要求されています。しか
し、最も重要な目的は、プロセス全体の継続的な
最適化による拠点の安全です。それによって、ま
た、伝統的な価値を伴う従業員の専門知識によって、
Hirschvogel Automotive Groupはこの先も発展
し続けることができます。

測定ホイール付きのバー材入口は、

ESAとの組み合わせで、最適な 

バー材端部の廃棄を可能にします。

オリバー・マウラー、Hirschvogel 

Umformtechnik GmbHの工場長。
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ESAとの組み合わせで、最適な 

バー材端部の廃棄を可能にします。

オリバー・マウラー、Hirschvogel 

Umformtechnik GmbHの工場長。

このスイス製の設備は、生産施設内で重要な位置を占めています。

Hatebur Hotmatic HM 75での生産により、良品とスクラップの仕分けが確実に行われます。
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Carlo Salviのヘッダーは世界中で3000台以上も
使用されています。これにより、Carlo Salviは締結
部品分野用機械のマーケットリーダーとしての地歩
を固めることができました。Carlo Salviは高精度
で迅速な作業を行う冷間圧造機（ワイヤー切断径
0.6～ 22 mm）について幅広い製品を提供してい
ます。これらの機械は、様々な分野（航空宇宙、自
動車、エレクトロニクスなど）における多様なアプリ
ケーションに適しています。

以前は、2種類の機械に焦点を絞っていました。 
1ダイ2ブローヘッダー（例：CS 005）と2ダイ4
ブローヘッダー（例：CS 248 E）です。

現在は、プログレッシブヘッダーに関する情報と共
に機械のラインナップを充実させています。

CARLO SALVI ITALY ━ プログレッシブマシン

 Hatebur    Carlo Salvi

プログレッシブヘッダーは様々な技術的ソリューションを実現するために開発されており、厳しい交差や高い要求に応え、複雑な形
状の部品を製造することが可能です。特殊ボルトや各種のボルト、中実部品、半中空部品、中空部品などの製造に最適な選択です。

複雑な形状の部品の製造を可能にするプログレッシブヘッダー。
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冷間圧造のための新しい革新的なソリューション
1998年から2010年の間、Carlo Salviは提供する
機械の技術的な近代化に活動の重点を置いてきま
した。この期間に、例えば、タッチスクリーン、リニ
アワイヤーフィード、電動調整システム、クイックチェ
ンジシステムなどの、より革新的な追加機能が装備
され、Carlo Salviの機械を魅力的で競争力のある
ものとしました。

2003年にはMultipress S.r.l.（伊：Multipress
有限会社）を買収しました。Multipress社は、直径
12～ 22 mmのワイヤーを加工する5段工程およ
び6段工程のプログレッシブヘッダーのメーカーで
す。この買収により、Carlo Salviは顧客から求めら
れていた製品ラインナップを完全なものにしました。

さらにCarlo Salviは市場と新しい顧客の要請に応
えるために、機種CS 002、CS 003、CS 246 E、
CS 663 E、CS 005、CS 513、CS 613、CS 516、
CS 616、CS 520、CS 620により、新しい革新的
な冷間機ソリューションを導入しました。

チタン合金とその他の特殊合金のためのソリュー
ション
2015年、Carlo Salviは新しいCS 668 Eの開発を
開始しました。また同じ頃、温間成形技術によるWS
シリーズが導入されています。この革新的な誘導加
熱プロセスでは、ワイヤーを900 ° Cまで予め加熱 

Carlo Salviプログレッシブ 

マシンCS 613。

ダイ側キックアウトと 

リニアインフィード機構。
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冷間圧造用プログレッシブヘッダー CS 668 E。

パンチ側キックアウト。

することが可能です。この技術は冷間では成形でき
ない特殊な原材料（例：チタン合金およびその他の
特殊合金）の加工を可能にするもので、これにより
航空宇宙産業や医療分野などにおける新しい潜在
市場の扉が開かれます。

Carlo Salviの小型／中型のプログレッシブヘッ
ダーはトグルアクションにより駆動されています。こ
れは、周知のトグルアクションの利点（製品に関す
る）の他に、調整をより容易にするという点で際立っ
ています。ストロークの最後の部分でフィンガーを
開閉するための時間がより多く残されています。こ
れは極めて短い部品の製造の場合に大きな利点と
なります。

Carlo Salviのプログレッシブヘッダーは、さらにト
リミングを最終2工程で行うことが可能です。

加えて、以下のクイックセットアップ用の装備を利用
することができます。

 – 機外でのトランスファーフィンガーの個別調整 
 – ワイヤーフィード量およびワイヤーストップ位置の
電動調整。値はLCDディスプレイに表示。稼働中
に微調整可能。

 – K.O.の電動または手動調整：  
1）電動式の場合、金型内部のK.O.ピンの実際位
置がLCD画面に表示されます。   
2）手動式の場合、各K.O.ユニットに取り付けら
れている機械式エンコーダーにより金型内部の
K.O.ピンの位置が示されます。
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ない特殊な原材料（例：チタン合金およびその他の
特殊合金）の加工を可能にするもので、これにより
航空宇宙産業や医療分野などにおける新しい潜在
市場の扉が開かれます。

Carlo Salviの小型／中型のプログレッシブヘッ
ダーはトグルアクションにより駆動されています。こ
れは、周知のトグルアクションの利点（製品に関す
る）の他に、調整をより容易にするという点で際立っ
ています。ストロークの最後の部分でフィンガーを
開閉するための時間がより多く残されています。こ
れは極めて短い部品の製造の場合に大きな利点と
なります。

Carlo Salviのプログレッシブヘッダーは、さらにト
リミングを最終2工程で行うことが可能です。

加えて、以下のクイックセットアップ用の装備を利用
することができます。

 – 機外でのトランスファーフィンガーの個別調整 
 – ワイヤーフィード量およびワイヤーストップ位置の
電動調整。値はLCDディスプレイに表示。稼働中
に微調整可能。

 – K.O.の電動または手動調整：  
1）電動式の場合、金型内部のK.O.ピンの実際位
置がLCD画面に表示されます。   
2）手動式の場合、各K.O.ユニットに取り付けら
れている機械式エンコーダーにより金型内部の
K.O.ピンの位置が示されます。

すでに4回目となるフォーミング・テクノロジー・シ
ンポジウムが、2017年5月16日にモスクワ（ロシア）
でのMetalloobrabotka展示会の間に開催されま
した。Hateburは今回も、代理店LLC Ferrostaal
との協力により、モスクワの展示会場のスカイホー
ルで1日間の催しを企画しました。

合計8社のヨーロッパのスポンサー企業によって共
同開催されたシンポジウムでは、«鍛造産業におけ
る成功要因と発展傾向» というテーマを取り扱いま
した。同時通訳付きのスポンサーの講演では、製
鉄（鍛造用材料は加熱後、水平方向および垂直方
向に圧延される）を始めとして、輸送、コーティング、
シミュレーション、潤滑油、投資プロジェクトの資金
調達の可能性に至るまで、鍛造産業における幅広い
テーマがロシアの状況に即して説明されました。

この催しによって、60名以上の来場者がスイスとド
イツの企業の代表者と意見交換をしたり、面識を得
たりすることができ、また、今後の共同プロジェクト
に向けたネットワークを作ることができました。

このとき、スポンサーとして参加したのは以下の企
業です：  
GMHグループ、SMS Elotherm GmbH、Lasco  
Umformtechnik GmbH、Fröhlich Sortiertechnik  
GmbH、Carl Bechem Lubrication Technology、 
simufact engineering gmbh、LLC Ferrostaal。

来場者と講演者の間では活発な会話が交わされ、 
2年ごとに開催されるシンポジウムの大きな成功を
示しました。

ロシアでの第4回フォーミング・テクノロジー・シンポジウム ━  
金属成形業界の専門職向けの講演

 Hatebur    Hatebur

ロシアの鍛造部門の機械市場は発展が遅れています。これに関して、国際企業による共同プロジェクトにより、この産業の発展を 
促進し、鍛造分野の専門職の能力を強化するための手助けを行っています。そのため、2011年からHateburはパートナーと共に、
情報交換を促進するシンポジウムを企画しています。

«前進するためには、国を超えて経験を 
伝え合うことが絶対に必要です。»
アレクサンドル・プロコペンコ、チェルニショフ工場の技術部門長代理
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HATEBURのブースへお立ち寄り
ください

 中国
2017年9月19日から22日まで、
上海でMetalForm Chinaが開
催され、その間にChina Forge  
Fair（CFF）も行われます。Hatebur 
（Shanghai）Technology Co. Ltd.
が自社ブースを用意して出展す
る予定です。

 タイ
工作機械と金属加工機械の最大
級の国際見本市であるMetalex  
Bangkokが、2017年 11月 22日
から25日までタイで開催されま
す。Hateburの公式代理店であ
るMunger Machine Toolが自社 
ブースを用意して出展する予定
です。

見本市の当社のブースへお立ち
寄りください。お待ちしております。

見本市、展示会／イベント

ドイツにおける活動
Fastener Fair Stuttgartに、子会社のCarlo Salvi  
S.p.A.が自社ブースにて出展しました。2017年3
月28日から30日まで開催されたこの見本市は、接
続および固定の分野の主要な見本市です。

米国における活動
2017年4月4日から6日まで、オハイオ州のクリー
ブランドでForge Fairが開催されました。このイ
ベントは2年ごとに開催されています。米国の代理
店であるForging Equipment Solutions社と共
同で、米国のお客様に対応し、新しいColdmatic  
CM 725ならびにイタリアの子会社Carlo Salviが
提供する製品についての情報を伝えました。

ドイツにおける活動
2017年4月24日から28日までのハノーファーメッ
セで、Hateburは大量成形業界団体のメンバーとし
て、共同ブースで出展しました。今年の開催の主要
テーマは«Integrated Industry – Creating Value
（産業システムの統合化 – 価値の創造）» でした。

2017年5月16日から17日まで、フェルバッハで成
形技術研究所 Institut für Umformtechnik IFU）
と Forschungsgesellschaft Umformtechnik 
mbH Stuttgart（FGU）社の国際会議 «大量成形
における新規開発» が行われました。Hateburは
今年も参加しました。

ロシアにおける活動
2017年5月15日から19日までのMetalloobrabotka
展示会の間に、Hateburはスイス機械産業の共同
ブースで出展しました。さらに、Hateburは代理店
LLC Ferrostaalと共同で、«鍛造産業における成
功要因と発展傾向» というテーマで、ロシアでの第
4回フォーミング・テクノロジー・シンポジウムを企
画しました。

中国における活動
Carlo Salvi S.p.A.は、2017年6月22日から24日
に中国で開催されたFastener Expo Shanghaiの
間、自社のブースで多くのお客様と来場者に挨拶を
しました。

日本における活動
MF-Tokyoプレス・板金・フォーミング展の出展に
関する報告は10ページに掲載されています。

ブラジルにおける活動
2017年6月20日から24日まで、Hateburは代理
店であるEINS Soluçoes em Engenhariaと共に、
ブラジルでの今年のFEIMAFEに出展しました。


